
2017/2/13 

先端膜工学研究推進機構学術会員 各位 

 

一般社団法人先端膜工学研究推進機構  
機構長 松山秀人 

 
 

平成２８年度事業・決算（仮）平成２９年度事業計画・予算案の報告会 

春季講演会及び懇親会のご案内 

 
 
拝啓 

平素は本機構運営に格別のご尽力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、この度表記の件を下記内容にて開催いたします。 

 

日時：平成２９年３月１３日（月） 11 時 30 分から 

場所：神戸大学工学研究科  C3-302 講義室 

内容：平成２８年度事業・決算（仮）・平成２９年度事業計画・予算案報告会、 

春季講演会・膜工学サロン・ポスタープレゼンテーション及び懇親会 

活動報告会は一般社団法人先端膜工学研究推進機構の平成２８年度事業・決算（仮）・平

成２９年度事業計画・予算案についての報告を予定しております。 

 

つきましては同封の出欠連絡表に必要事項をご記入の上、 

3 月８日【水】までに mail・郵送または FAX にて、機構宛に返送ください。 

 

ご多用中誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りますよう 

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

敬具 
 

 



一般社団法人先端膜工学研究推進機構 
平成２８年度活動報告会 

                             
日 時：平成２９年３月１３日（月） 11:30～12:15 
 
場 所：神戸大学工学研究科 C3-302 講義室 
  
進 行：瀧 和男（神戸大学  大学院科学技術イノベーション研究科  客員教授） 
 
 
式次第 
１）松山秀人機構長挨拶 

 
議 題 

 
 

 

1. 平成２７度決算書（確定版）の承認 

2. 平成２８年度事業報告（暫定版）        

3. 平成２８年度決算（暫定版）     

4. 平成２９年度事業計画（案）     

5. 平成２９年度予算（案）       

6. 役員改選 

7. その他 

 
 



　日　時　：
　場　所　：
司会進行： 活動報告会：瀧　和男学術研究推進本部学術研究戦略企画室室長

11：30～12：15 【活動報告会】　C3-302講義室

一般社団法人先端膜工学研究推進機構平成２８年度業務・決算・平成２９年度事業計画・予算案報告

12：15～13：00 【昼食】　　 各自

13：00～15:10 【講演会】 C3-302講義室

(順不同、敬称略）

講演者

13：00～13:05

先端膜工学研究推進機構長
大学院工学研究科応用化学専攻

教授
松山秀人

13:05～13：10
神戸大学大学院工学研究科長

冨山明男氏

13：10～13：40

環境省　水･大気環境局
水環境課長　地下水･地盤環境室

長
渡邊康正氏

13：40～14：25
山口大学 名誉教授

大学院創成科学研究科
特命教授　喜多英敏氏

14:25～15:10
東レ(株)

地球環境研究所　主席研究員
佐々木崇夫氏

15:20～16:50

各グループ毎に開催

開催場所 講師 担当教員

C2-202
東京農工大学 生物システム応用科学府
准教授　稲澤　晋氏

菰田悦之・今駒博信

C2-302
長崎大学大学院工学研究科　国際水環
境工学コース　准教授　藤岡貴浩氏 中川敬三

C4-301
栗田工業㈱　開発本部装置開発第一グ
ループ　新井伸説氏

長谷川　進

C4-201
神戸大学大学院科学技術イノベーション
研究科　特命教授　新谷卓司氏 新谷卓司

C3-101
大阪工業大学　工学部生命工学科　生物
プロセス工学研究室　准教授
長森英二氏

加藤典昭

C2-101
香川大学工学部 材料創造工学科
 材料物理工学 教授　舟橋正浩氏 森　敦紀

C2-301
信州大学繊維学部 化学・材料学科応用
分子化学コース
准教授　平田雄一氏

蔵岡孝治

C2-201
地球環境産業技術研究機構
（RITE)　山田秀尚氏

市橋祐一･神尾英治・
谷屋啓太・堀江孝史

Ｃ1－２０１

神戸大学大学院科学技術イノベーショ
ン研究科
准教授　佐々木建吾氏

荻野千秋･丸山達生

17:00～18:00 【ポスタープレゼンテーション】  AMEC
3

18：00～19：30 【懇親会及びポスター賞発表】  AMEC
3

　

※上記グループからご参加されるサロンをご選択の上、申込用紙にご記入下さい

【膜工学サロン】 
【膜工学サロン】

下記グループを選択して申込用紙にご明記の上、ご参加ください。
   （別紙添付資料のグループのテーマご参照）

「最先端逆浸透膜技術について」

機構長挨拶

神戸大学  挨拶

「我が国の水環境の現状と課題」

司会：菰田悦之

「ナノポーラス膜による物質分離と化学プロセスへの応用」

サロンＣ　 　「膜材料合成化学」「In situ酸蒸気誘起重合による液晶性混合伝導体薄膜の
不溶化とイオン透過膜への展開」

サロンE「ガス分離膜」　「CO2排出量の大幅削減に向けたガス分離技術開発の動向」

サロンF「膜バイオプロセス」 「バイオリファイナリー分野における高度膜分離技術の貢献」

グループ

サロンＡ　 　「塗布膜」「分散液の塗布乾燥・乾燥プロセスで何が起きているか」

サロンＢ-1　　「水処理」 　「下水飲用再利用における微量物質の膜透過予測と阻止率向上」

サロンＢ-2　　「水処理」「LC-OCD解析を用いた膜プロセスの運転管理方法」

サロンＢ-3　　「水処理」 ｢RO膜スパイラルエレメント構成部材の機能と展望 第2弾－RO平膜の現状と
将来－」

ｻﾛﾝＤ「ガスバリア膜」「ラミネート膜の透過挙動とその評価」

平成28年度一般社団法人先端膜工学研究推進機構活動報告会及び
春季講演会開催 プログラム

平成29年3月13日　月曜日
神戸大学工学部　C3-302講義室　

講演内容

司会：石田謙司

講演会：石田謙司工学研究科教授・吉岡朋久科学技術イノベーション研究科教授

サロンＢ-4　　「水処理」 「バイオプロダクション（細胞大量培養技術）における
膜工学的アプローチ」
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菰
田

悦
之

・
今

駒
博

信
 

中
川

敬
三

 

塗
布

膜
 

「
分

散
液

の
塗

布
乾

燥
・

乾
燥

プ
ロ

セ
ス

で
何

が
起

き
て

い
る

か
」

 

水
処

理
 

「
下

水
飲
用
再

利
用

に
お
け

る
微

量
物
質

の
膜

透
過
予

測
と

阻
止
率

向
上

」
 

電
極
膜
な
ど
の
粒
子
膜
は
粒
子
分
散
液
を
塗
布
・
乾
燥
す
る
こ
と
に
よ
り
作
製
さ

れ
ま
す
．
粒
子
分
散
か
ら
塗
布
・
乾
燥
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
，
粒
子
が

形
成
す
る
構
造
は
複
雑
に
変
化
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
，
詳
細
な
現
象
理
解
に
基
づ

い
て
プ
ロ
セ
ス
は
構
築
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
．
そ
こ
で
今
回
は
，

東
京
農
工
大
学
 
生
物
シ
ス
テ
ム
応
用
科
学
府
 
稲
澤
晋
先
生
を
お
招
き
し
，
分
散

液
塗
布
膜
の
内
部
構
造
に
直
結
す
る
「
粒
子
分
散
液
の
乾
燥
過
程
」
に
関
す
る
話

題
提
供
を
し
て
頂
き
ま
す
．
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
．

講
演
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
．
 

 講
演
概
要
 

分
散
液
の
塗
布
乾
燥
プ
ロ
セ
ス
は
、
膜
形
成
の
工
業
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。
塗
布
後
の
乾
燥
に
よ
り
、
溶
媒
が
蒸
発
し
、
不
揮
発
性
の
固
形
成

分
が
「

膜
」
を
形
成
す
る
。
一
見
、「

簡
単
な
」
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
得
ら
れ
る

膜
の
構
造
が
何
で
決
ま
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
膜
に
生
じ
る
亀
裂
・
偏
析
な
ど
の

不
具
合
が
何
故
起
こ
る
の
か
、
に
つ
い
て
の
検
討
と
理
解
は
、
現
状
で
も
十
分
で

は
な
い
。
膜
の
構
造
制
御
や
、
効
率
的
な
乾
燥
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
に
は
、
こ
れ
ら

基
礎
原
理
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
講
演
で
は
、
乾
燥
速
度
な
ど
の
乾
燥
条

件
が
、
生
成
す
る
膜
の
構
造
や
粒
子
の
充
填
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

長
崎
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
 
国
際
水
環
境
工
学
コ
ー
ス
 
藤
岡
貴
浩
先
生
を
お
招

き
し
、
逆
浸
透
膜
を
透
過
す
る
微
量
物
質
の
膜
透
過
予
測
技
術
と
阻
止
率
向
上
技
術
の
開

発
に
関
す
る
話
題
提
供
を
し
て
頂
き
ま
す
．
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ

い
。
 

講
演
概
要
：
 

干
ば
つ
等
に
よ
り
飲
料
水
水
源
が
不
足
し
て
い
る
国
々
で
は
、
下
水
を
高
度
処
理
し
て

飲
料
水
と
し
て
再
利
用
す
る
飲
用
再
利
用
が
進
ん
で
い
る
。
下
水
中
に
含
ま
れ
て
い
て
人

体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
微
量
物
質
（
医
薬
品
・
農
薬
・
環
境
ホ
ル
モ
ン
等
）
の
除
去

は
病
原
体
除
去
と
並
ん
で
飲
用
再
利
用
に
お
け
る
重
要
課
題
で
あ
る
。
合
成
複
合
膜
と
し

て
最
高
位
に
位
置
す
る
逆
浸
透
（
R
O
）
膜
は
微
量
物
質
を
効
果
的
に
除
去
で
き
る
一
方
で
、

一
部
の
微
量
物
質
は

R
O
膜
を
透
過
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
規
制
値
以
下
ま
で
低
減
す
る
た

め
の
後
処
理
を
必
要
と
す
る
。
本
講
演
で
は
、
飲
用
再
利
用
に
お
い
て
現
在
採
用
さ
れ
て

い
る
健
康
リ
ス
ク
管
理
手
法
を
ま
ず
解
説
し
、
こ
の
管
理
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
に
開
発

中
で
あ
る
分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
微
量
物
質
の
膜
透
過
予
測
技
術
と
こ
れ
に

関
わ
る
将
来
の
開
発
課
題
（
膜
透
過
に
関
す
る
フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
の
影
響
予
測
等
）
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。
ま
た
、
膜
分
離
技
術
の
価
値
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
膜
透
過
し
や

す
い
物
質
の
阻
止
率
を
向
上
す
る
重
要
性
と
技
術
及
び
そ
の
阻
止
率
を
担
保
す
る
分
析
技

術
の
紹
介
を
行
う
。
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水
処

理
 

「
L

C
-O

C
D

解
析

を
用
い
た

膜
プ

ロ
セ

ス
の

運
転
管
理

方
法

」
 

水
処

理
  

「
R
O
膜

ス
パ

イ
ラ

ル
エ

レ
メ

ン
ト

構
成

部
材

の
機

能
と

展
望

 
第

2
弾

 

－
R
O
平

膜
の

現
状

と
将

来
－

」
 

 

本
サ

ロ
ン

で
は

、
膜

を
用

い
た

新
規

プ
ロ

セ
ス

お
よ

び
そ

の
制

御
技

術
に

つ
い

て
意

見
交

換

し
て

い
る

。
 

今
回

は
、

膜
フ

ァ
ウ

リ
ン

グ
の

新
し

い
解

析
技

術
と

プ
ロ

セ
ス

制
御

技
術

に
つ

い
て

考
察

す

る
。

こ
れ

ま
で

精
密

ろ
過

（
M

F
）
膜

の
フ

ァ
ウ

リ
ン

グ
に

溶
解

性
有

機
物

(D
O

C
)が

影
響

し
て

い
る

こ
と

は
知

ら
れ

て
い

た
が

、
D

O
C

で
は

組
成

ま
で

は
分

か
ら

な
い

た
め

、
同

じ
D

O
C

濃
度

で
も

異
な

る
挙

動
が

認
め

ら
れ

る
こ

と
が

多
々

あ
っ

た
。

近
年

、
微

量
溶

解
性

有
機

物
質

の
測

定
技

術
の

進
歩

に
よ

り
、

溶
解

性
有

機
物

の
特

定
成

分
が

定
量

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
膜

フ
ァ

ウ
リ

ン
グ

に
関

す
る

多
く

の
知

見
が

得
ら

れ
つ

つ
あ

る
。

 

そ
こ

で
、

今
回

は
、

栗
田

工
業

株
式

会
社

の
新

井
伸

説
氏

を
お

招
き

し
、

有
機

性
炭

素
検

出

液
体

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
（
L
C

-
O

C
D

）
分

析
法

の
原

理
と

分
析

結
果

の
解

析
事

例
お

よ
び

膜

プ
ロ

セ
ス

の
フ

ァ
ウ

リ
ン

グ
抑

制
へ

の
適

用
事

例
に

つ
い

て
話

題
提

供
い

た
だ

き
、

分
析

技
術

の

応
用

、
適

用
分

野
拡

大
に

つ
き

意
見

交
換

す
る

。
 

昨
年

9
/
2
0
(火

)開
催

秋
季

講
演

会
時

の
膜

工
学

サ
ロ

ン
に

お
い

て
は

ス
パ

イ
ラ

ル
エ

レ
メ

ン
ト

に
お

け
る

構
成

部
材

（
以

下
(1

)～
(8

)）
の

機
能

と
役

割
に

つ
い

て
広

く
浅

く
述

べ
た

。
ス

パ
イ

ラ
ル

エ
レ

メ
ン

ト
と

し
て

最
大

限
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

出
す

た
め

に
そ

れ
ぞ

れ
の

部
材

が
用

途
用

法

に
応

じ
役

割
を

果
た

し
つ

つ
最

適
化

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
た

だ
い

た
。

そ
こ

で
、

今
回

の
膜

工
学

サ
ロ

ン
に

お
い

て
は

前
回

の
第

2
弾

と
し

て
(2

)の
R
O

膜
に

つ
い

て
詳

細
に

述
べ

る
。

 

   
 

(1
) 

外
装

シ
ェ

ル
（
グ

ラ
ス

フ
ァ

イ
バ

ー
、

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

）
 

 
 

(2
) 

R
O

膜
（
ポ

リ
ア

ミ
ド

（
ジ

ア
ミ

ン
＋

酸
ク

ロ
ラ

イ
ド

）
ス

キ
ン

層
、

ポ
リ

ス
ル

ホ
ン

、
不

織
布

）
 

 
 

(3
) 

ス
ペ

ー
サ

ー
（
原

水
ス

ペ
ー

サ
ー

、
透

過
水

ス
ペ

ー
サ

ー
）
 

 
 

(4
) 

集
水

管
（
F
R
P
、

ノ
リ
ル

樹
脂

、
塩

ビ
等

）
 

 
 

(5
) 

接
着

樹
脂

（
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
、

ウ
レ

タ
ン

樹
脂

）
 

 
 

(6
) 

ア
ン

チ
テ

レ
ス

コ
ー

プ
（
ノ

リ
ル

樹
脂

、
塩

ビ
樹

脂
）
 

 
 

(7
) 

U
パ

ッ
キ

ン
（
バ

イ
ト
ン

、
N

B
R
、

シ
リ
コ

ン
ゴ

ム
）
 

 
 

(8
) 

そ
の

他
（
接

着
テ

ー
プ

、
外

装
下

シ
ー

ト
）
 

   今
回

の
サ

ロ
ン

で
は

、
現

状
の

R
O

膜
に

つ
い

て
構

成
部

材
か

ら
機

能
ま

で
よ

り
詳

細
に

理

解
し

て
い

た
だ

き
将

来
に

向
け

て
の

機
能

結
合

が
で

き
な

い
か

等
に

つ
い

て
意

見
交

換
し

て
ゆ

き

た
い

。
更

に
は

今
後

に
向

け
た

展
望

に
つ

い
て

も
述

べ
る

。
 

  



   

サ
ロ

ン
B

-
4
（
C

３
-
１

0
1
）
 

サ
ロ

ン
C

（
 
C

2
-
1
0
1
）
 

加
藤

典
昭

 
森

 
敦

紀
 

水
処

理
 

「
バ

イ
オ

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
（

細
胞

大
量

培
養

技
術

）
に

お
け

る
 

膜
工

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
」

 

膜
材

料
合

成
化

学
 

In
 s

it
u

酸
蒸

気
誘

起
重

合
に

よ
る

液
晶

性
混

合
伝

導
体

薄
膜

の
不

溶
化

と
イ

オ
ン

透

過
膜

へ
の

展
開

 

大
阪

工
業

大
学

の
長

森
英

二
先

生
を

お
招

き
し

て
、

細
胞

大
量

培
養

に
お

け
る

膜
工

学
の

応
用

技

術
、

組
織

培
養

技
術

な
ど

の
話

題
を

紹
介

頂
き

ま
す

。
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

是
非

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

 

講
演

概
要

 

 
バ

イ
オ

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ
ン

に
お

い
て

は
、

各
種

培
養

細
胞

の
産

生
す

る
プ

ロ
ダ

ク
ト
を

安
定

、
高

効
率

で
生

産
す

る
技

術
が

重
要

と
な

る
が

、
特

に
培

養
細

胞
自

体
を

治
療

に
用

い
る

よ
う

な
再

生
医

療
、

 

組
織

移
植

に
お

い
て

は
、

生
産

さ
れ

た
細

胞
集

団
の

品
質

安
定

性
と

低
コ

ス
ト
化

が
将

来
の

普
及

の

必
須

要
件

と
な

る
。

現
在

本
分

野
で

は
、

多
く

の
臨

床
研

究
や

企
業

治
験

が
準

備
さ

れ
て

い
る

が
、

将
来

の
産

業
化

に
お

け
る

、
膜

技
術

を
含

め
た

化
学

工
学

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
の

果
た

す
役

割
は

、
ア

ッ
プ

ス
ト
リ
ー

ム
、

ダ
ウ

ン
ス

ト
ロ

ー
ム

い
ず

れ
の

領
域

で
も

大
き

い
と

予
想

さ
れ

る
。

 

 
今
回
は
、

iP
S
細
胞
の
大
量
培
養
法
に
お
け
る
膜
技
術
の
応
用
例
、
機
能
的
骨
格
筋
組
織
培

養
、
遺
伝
子
組
換
え
乳
酸
生
産
酵
母
、
植
物
細
胞
な
ど
各
種
細
胞
の
大
量
培
養
や
機
能
的
培
養

に
関
し
て
議
論
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

 
 

  

香
川
大
学
工
学
部
 
舟
橋
正
浩
先
生
を
お
招
き
し
て
膜
材
料
合
成
に
関
す
る
話
題
提
供
を
い

た
だ
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
，
ご
参
加
下
さ
い
。

 

 
共
役
系
有
機
化
合
物
に
よ
る
効
率
的
な
薄
膜
形
成
は
有
機
電
子
材
料
創
製
に
お
い
て
極
め

て
重
要
で
す
。
し
た
が
っ

て
，
薄
膜
形
成
を
目
的
と
す
る
膜
素
材
の
合
成
法
開
発
は
有
機
合
成

化
学
の
分
野
に
お
い
て
は
興
味
深
い
課
題
で
す
。
さ
ら
に
、
有
機
電
子
材
料
を
薄
膜
と
し
て
使

用
す
る
場
合
に
は
、
薄
膜
の
不
溶
化
・
安
定
化
も
重
要
な
課
題
で
す
。

 

 
今
回
は
，
π
電
子
共
役
系
、
ト
リ
エ
チ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
鎖
、
お
よ
び
、
シ
ク
ロ
テ
ト
ラ
シ
ロ

キ
サ
ン
環
を
組
み
込
ん
だ
液
晶
分
子
の
合
成
と
物
性
、
電
子
伝
導
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
イ
オ
ン
伝
導

層
を
も
つ
液
晶
性
の
混
合
伝
導
体
膜
の
作
製
、
酸
蒸
気
暴
露
に
よ
る
混
合
伝
導
体
薄
膜
の
固
定

化
・
不
溶
化
、
イ
オ
ン
透
過
膜
と
し
て
の
応
用
に
関
す
る
話
題
を
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。
膜
材
料
創
製
の
た
め
の
有
機
合
成
，
高
分
子
合
成
に
興
味
の
あ
る
方
に
対
し
て
，

分
子
設
計
や
合
成
技
術

，
機
能
評
価
に
関
し
て
議
論
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

 



  

サ
ロ

ン
D

（
C

2
-
3
0
1
）
 

サ
ロ

ン
E
（
C

2
-
2
0
1
）
 

蔵
岡

孝
治

 
市

橋
祐

一
・
神

尾
英

治
・
谷

屋
啓

太
・
堀

江
孝

史
 

ガ
ス

バ
リ

ア
膜

 

「
ラ

ミ
ネ

ー
ト
膜

の
透

過
挙

動
と

そ
の

評
価

」
 

ガ
ス

分
離

膜
 

C
O

2
排

出
量

の
大

幅
削

減
に

向
け

た
ガ

ス
分

離
技

術
開

発
の

動
向

 

 

ガ
ス
バ
リ
ア

膜
は

、
酸
素
や

水
蒸

気
な

ど
か

ら
物

質
を

保
護
す
る
目
的
で
研
究
・
開
発
が
世
界
中
で

行
わ
れ
て
き

ま
し

た
。

そ
の

主
な

応
用

分
野

は
食

品
包

装
、
防
錆
、
酸
化
防
止
塗
膜
な
ど
で
す
が
、

近
年
、
太
陽
電
池
や
有
機

E
L
の
普
及
に
伴
い
、
電
気
・
電
子
分
野
で
も
高
い
ガ
ス
バ
リ
ア
性
を
有

す
る
ハ
イ
バ

リ
ア

膜
の

需
要

が
高

ま
っ

て
き

て
い

ま
す

。
 

 
本

膜
工

学
サ

ロ
ン

で
は

、
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
の

作
製

及
び

そ
の
評

価
と

有
機

-無
機

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド

材
料

の
作

製
及

び
そ

の
評

価
に

携
わ

る
研

究
者

や
こ

れ
か

ら
当

該
分

野
を

勉
強

し
よ

う
と

す
る

方
々

を
対

象
と
し

て
、

ガ
ス

バ
リ

ア
材

料
、

有
機

-
無

機
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
材

料
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

意

見
交
換
、
情

報
交

換
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

 
今
回
は
、
信
州

大
学

繊
維

学
部

化
学
・
材

料
学

科
応

用
分
子
化
学
コ
ー
ス
の
平
田
雄
一
先
生
を
お

招
き
し
て
、
「
ラ

ミ
ネ

ー
ト

膜
の

透
過

挙
動

と
そ

の
評

価
」
と
題
し
て
、
親
水
性
高
分
子
と
疎
水
性

高
分

子
の

複
合

化
お

よ
び

多
層

化
に

よ
る

ガ
ス

バ
リ

ア
膜

に
関

す
る

お
話

と
ラ

ミ
ネ

ー
ト

膜
中

の

気
体
透
過
挙

動
に

つ
い

て
お

話
頂

き
ま

す
。
 

 
こ
れ
ら
の

話
題

に
つ

い
て

会
員

の
皆

様
と

議
論

す
る

こ
と
で
、
様
々
な
ガ
ス
バ
リ
ア
膜
の
開
発
、

ガ
ス
バ
リ
ア

膜
の

様
々

な
分

野
へ

の
応

用
の

可
能

性
な

ど
に
つ
い
て
今
後
の
具
体
的
な
研
究
課
題

や
研
究
体
制

な
ど

を
含

め
て

、
そ

の
方

向
性

を
検

討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

是
非
ご
参
加

く
だ

さ
い

。
 

C
O

2
回

収
貯

留
（
C

C
S
）
は

、
石

炭
火

力
発

電
所

や
製

鉄
所

等
の

大
規

排
出

源
か

ら
C

O
2
を

分
離

回
収

し
て

地
中

に
貯

留
す

る
地

球
温

暖
化

対
策

技
術

で
あ

る
。

気
候

変
動

に
関

す
る

政
府

間
パ

ネ
ル

（
IP

C
C

）
の

報
告

に
よ

る
と

、
所

謂
2
℃

目
標

を
達

成

す
る

た
め

に
、

C
C

S
は

実
質

不
可

欠
な

手
段

で
あ

り
、

本
技

術
に

よ
る

排
出

削
減

量

は
、

2
0
5
0

年
に

世
界

で
年

間
5
 G

to
n
 C

O
2
以

上
に

達
す

る
と

見
込

ま
れ

て
い

る
。

 

R
IT

E
化

学
研

究
グ

ル
ー

プ
は

、
C

O
2
回

収
技

術
の

高
度

化
、

実
用

化
研

究
に

取

り
組

ん
で

お
り

、
こ

れ
ま

で
に

、
新

規
高

性
能

材
料

の
開

発
や

プ
ロ

セ
ス

の
効

率
化

に

よ
っ

て
、

高
い

成
果

を
上

げ
て

き
ま

し
た

。
C

O
2
分

離
法

に
は

、
化

学
吸

収
法

、
吸

着

分
離

法
、

膜
分

離
法

な
ど

が
あ

り
、

様
々

に
異

な
る

排
出

源
の

特
徴

に
適

合
し

た
プ

ロ
セ

ス
の

実
用

化
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
本

サ
ロ

ン
で

は
、

こ
れ

ら
の

分
離

手
法

に
対

し

て
、

R
IT

E
で

実
施

し
て

き
た

研
究

開
発

に
つ

い
て

、
世

界
の

開
発

動
向

と
あ

わ
せ

て
、

述
べ

ま
す

。
 

講
演

後
に

は
、

C
O

2
分

離
機

構
等

に
関

わ
る

基
礎

的
な

ト
ピ

ッ
ク

か
ら

、
C

C
S

の
実

用

展
開

ま
で

、
幅

広
い

テ
ー

マ
で

の
活

発
な

議
論

を
期

待
い

た
し

ま
す

。
 



   

サ
ロ

ン
F
（
C

1
-
2
0
1
）
 

荻
野

千
秋

・
丸

山
達

生
 

膜
バ

イ
オ

プ
ロ

セ
ス

 

バ
イ

オ
リ

フ
ァ

イ
ナ

リ
ー

分
野

に
お

け
る

高
度

膜
分

離
技

術
の

貢
献

 

 

神
戸

大
学

 
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

研
究

科
の

佐
々

木
建

吾
先

生
を

お
招

き
し

て
、

バ
イ

オ
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
バ

イ
オ

化
成

品
生

成
に

お
け

る
高

度
膜

分
離

技
術

の
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

ご

講
演

し
て

頂
き

ま
す

。
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

是
非

、
ご

参
加

願
い

ま
す

。
 

 講
演

概
要

：
 

１
）
糖

質
系

バ
イ

オ
マ

ス
資

源
、

す
な

わ
ち

ス
イ

ー
ト
ソ

ル
ガ

ム
ジ

ュ
ー

ス
を

ナ
ノ

濾
過

膜
法

に
よ

り
濃

縮
す

る
事

に
よ

り
、

連
続

的
な

高
濃

度
エ

タ
ノ

ー
ル

生
産

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

ス
イ

ー
ト

ソ
ル

ガ
ム

ジ
ュ

ー
ス

中
よ

り
ス

ク
ロ

ー
ス

を
選

択
的

に
分

離
す

る
事

に
よ

り
、

ス
ク

ロ
ー

ス
か

ら
の

製
糖

プ
ロ

セ
ス

と
残

り
の

糖
か

ら
の

バ
イ

オ
化

成
品

生
成

を
同

時
に

行
う

プ
ロ

セ
ス

の
構

築
に

つ
い

て
報

告
す

る
。

さ
ら

に
、

エ
タ

ノ
ー

ル
生

産
性

の
高

い
凝

集
性

酵
母

の
利

用
に

つ
い

て
も

報
告

す
る

。
 

２
）
リ
グ

ノ
セ

ル
ロ

ー
ス

系
原

料
は

、
生

物
化

学
的

変
換

プ
ロ

セ
ス

を
行

う
前

に
物

理
的

・
化

学
的

な

前
処

理
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

我
々

が
行

っ
て

い
る

熱
水

処
理

後
に

は
、

糖
に

加
え

て
酸

・
フ

ェ
ノ

ー

ル
化

合
物

等
の

発
酵

阻
害

物
（
酵

素
糖

化
も

阻
害

す
る

）
が

生
成

さ
れ

る
。

発
酵

阻
害

物
を

除
く

と
と

も
に

糖
を

高
濃

度
で

選
択

的
に

濃
縮

す
る

た
め

に
、

ナ
ノ

濾
過

膜
法

と
正

浸
透

膜
法

（
フ

ォ
ワ

ー
ド

オ
ス

モ
シ

ス
）
を

合
わ

せ
た

プ
ロ

セ
ス

を
構

築
し

て
い

る
。

本
研

究
は

、
神

戸
大

学
工

学
部

松
山

研
と

近
藤

研
の

共
同

研
究

と
し

て
行

っ
て

い
る

。
 

３
）
水

域
系

バ
イ

オ
マ

ス
に

つ
い

て
も

、
資

源
と

し
て

利
用

が
可

能
で

あ
る

。
ス

ピ
ル

リ
ナ

残
渣

を
膜

濃

縮
す

る
と

と
も

に
表

層
提

示
酵

母
に

供
す

る
事

に
よ

り
、

直
接

的
な

バ
イ

オ
エ

タ
ノ

ー
ル

生
産

が
可

能
で

あ
る

事
に

つ
い

て
報

告
す

る
。

 

 



番
号

研
究

グ
ル

ー
プ

学
年

名
前

タ
イ

ト
ル

概
要

1
水

処
理

膜
グ

ル
ー

プ
（
膜

工
学

）
M

1
高

井
　

徹
生

体
模

倣
型

水
処

理
膜

を
指

向
し

た
固

体
支

持
脂

質
二

分
子

膜
へ

の
A

m
ph

o
te

ri
c
in

 B
の

導
入

と
分

離
機

能
評

価
A

qu
ap

o
ri
n
の

よ
う

な
生

体
由

来
の

水
チ

ャ
ネ

ル
は

、
既

存
の

水
処

理
膜

を
大

き
く
超

え
る

性
能

を
実

現
し

う
る

と
し

て
注

目
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

複
雑

な
立

体
構

造
か

ら
機

能
発

現
が

難
し

い
。

本
研

究
で

は
、

構
造

の
よ

り
単

純
な

イ
オ

ノ
フ

ォ
ア

で
あ

る
A

m
po

te
ri
c
in

B
に

着
目

し
、

水
処

理
膜

の
孔

と
し

て
用

い
る

た
め

の
製

膜
方

法
の

検
討

と
水

処
理

膜
と

し
て

の
性

能
評

価
を

行
っ

た
。

2
ガ

ス
分

離
・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
膜

工
学

）
D

2
W

u
 H

ao
-
C

h
e
n

C
h
ar

ac
te

ri
za

ti
o
n
 o

f 
c
yc

lic
 p

e
pt

id
e
 n

an
o
tu

be
 s

tr
u
c
tu

re
s 

an
d 

w
at

er
 p

e
rm

e
ab

ilt
iy

 e
st

im
at

io
n
: 
a

m
o
le

c
u
la

r 
si

m
u
la

ti
o
n
 s

tu
dy

C
yc

lic
 p

e
pt

id
e
 (

C
P

) 
n
an

o
tu

be
 i
s 

c
o
n
si

de
re

d 
as

 t
h
e
 c

an
di

da
te

 o
f 
bi

o
m

im
e
ti
c
 m

at
e
ri
al

 f
o
r 

w
at

e
r 

c
h
an

n
e
ls

 s
im

ila
r 

w
it
h
 a

qu
ap

o
ri
n
. 
In

 t
h
is

 s
tu

dy
, 
th

e
 m

o
le

c
u
la

r 
dy

n
am

ic
s 

(M
D

) 
w

as
in

ve
st

ig
at

e
d 

to
 a

n
al

yz
e
 s

tr
u
c
tu

ra
l 
c
h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

o
f 
C

P
s 

an
d 

tr
an

sp
o
rt

at
io

n
 b

e
h
av

io
r 

o
f 
w

at
e
r 

m
o
le

c
u
le

s 
u
n
de

r 
m

ic
ro

sc
o
pi

c
 s

c
al

e
. 
M

o
le

c
u
la

r 
dy

n
am

ic
s 

(M
D

) 
si

m
u
la

ti
o
n
s 

w
e
re

c
ar

ri
e
d 

o
u
t 

in
 M

at
e
ri
al

s 
S
tu

di
o
 (

B
IO

V
IA

).
 A

s 
th

e
 n

u
m

be
r 

o
f 
h
yd

ro
ph

o
bi

c
 f
u
n
c
ti
o
n
al

 g
ro

u
p 

in
c
re

as
e
d,

 t
h
e
 s

h
ap

e
 a

n
d 

ad
so

rb
e
d 

w
at

er
 a

m
o
u
n
t 

di
ff
e
re

n
c
e
 c

o
u
ld

 b
e
 o

bs
e
rv

e
d.

 I
t 

w
as

su
gg

e
st

e
d 

th
at

 h
yd

ro
ph

o
bi

c
 f

u
n
c
ti
o
n
al

 g
ro

u
p 

w
o
u
ld

 c
o
n
tr

ib
u
te

d 
to

 t
h
e
 h

ig
h
e
r 

di
ff
u
si

vi
ty

 o
f 
w

at
e
r 

m
o
le

c
u
le

.

3
ガ

ス
分

離
・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
膜

工
学

）
M

1
松

岡
　

淳
イ

オ
ン

液
体

型
キ

ャ
リ

ア
を

用
い

た
酸

素
促

進
輸

送
膜

の
開

発
膜

分
離

法
は

効
率

的
な

分
離

技
術

と
し

て
、

酸
素

分
離

の
分

野
に

お
い

て
も

注
目

さ
れ

て
い

る
。

一
般

的
に

、
分

離
膜

の
中

で
も

、
イ

オ
ン

液
体

型
キ

ャ
リ

ア
を

有
す

る
促

進
輸

送
膜

は
、

高
い

性
能

を
有

す
る

こ
と

が
知

ら
れ

て
い

る
。

そ
こ

で
、

本
研

究
で

は
、

新
た

に
イ

オ
ン

液
体

型
酸

素
キ

ャ
リ

ア
を

合
成

し
、

そ
の

イ
オ

ン
液

体
を

キ
ャ

リ
ア

と
す

る
酸

素
促

進
輸

送
膜

の
創

製
を

行
っ

た
。

4
ガ

ス
分

離
・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
機

能
性

材
料

）
M

1
濱

口
達

也
シ

ア
ネ

ー
ト

樹
脂

を
用

い
た

有
機

-
無

機
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
膜

の
作

製

有
機

‐
無

機
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
材

料
と

は
、

分
子

レ
ベ

ル
か

ら
ナ

ノ
レ

ベ
ル

で
有

機
材

料
と

無
機

材
料

を
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
化

し
て

得
ら

れ
る

材
料

の
こ

と
で

あ
る

。
有

機
材

料
と

無
機

材
料

を
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
利

点
を

兼
ね

備
え

た
有

機
‐
無

機
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
材

料
の

作
製

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
本

研
究

で
は

、
有

機
材

料
と

し
て

絶
縁

材
料

と
し

て
用

い
ら

れ
て

い
る

シ
ア

ネ
ー

ト
樹

脂
に

着
目

し
、

無
機

材
料

で
あ

る
シ

リ
カ

を
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
化

す
る

こ
と

に
よ

り
高

い
耐

熱
性

を
有

し
た

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

膜
の

作
製

を
目

的
と

し
た

。
作

製
し

た
膜

は
、

シ
リ

カ
骨

格
の

導
入

に
よ

り
、

硬
度

の
向

上
と

、
熱

重
量

/
示

差
熱

分
析

結
果

か
ら

、
耐

熱
性

の
向

上
を

確
認

し
た

。

5
ガ

ス
分

離
・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
機

能
性

材
料

）
M

1
三

木
万

海
層

状
複

水
酸

化
物

を
用

い
た

有
機

-
無

機
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
の

作
製

ガ
ス

バ
リ

ア
膜

は
、

包
装

用
材

料
、

電
気

電
子

部
品

用
途

な
ど

に
用

い
ら

れ
、

特
に

電
気

電
子

部
品

材
料

用
途

で
高

い
ガ

ス
バ

リ
ア

性
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

。
我

々
は

、
粘

土
の

一
種

で
あ

る
層

状
複

水
酸

化
物

（
L
ay

e
re

d 
D

o
u
bl

e
 H

yd
ro

xi
de

, 
L
D

H
）
に

注
目

し
、

高
い

ガ
ス

バ
リ

ア
性

を
有

す
る

膜
の

作
製

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
L
D

H
は

、
正

電
荷

を
持

ち
優

れ
た

ガ
ス

バ
リ

ア
性

を
有

す
る

正
八

面
体

基
本

層
と

、
中

間
層

と
し

て
水

分
子

や
交

換
性

ア
ニ

オ
ン

が
交

互
に

積
層

し
た

構
造

を
と

っ
て

い
る

。
本

研
究

で
は

、
こ

の
正

八
面

体
基

本
層

（
無

機
ナ

ノ
シ

ー
ト

）
に

有
機

官
能

基
を

導
入

し
結

合
さ

せ
る

こ
と

で
、

ガ
ス

バ
リ

ア
性

に
優

れ
た

新
規

な
膜

の
作

製
を

行
っ

た
。

層
状

複
水

酸
化

物
を

用
い

て
作

製
し

た
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
は

高
い

酸
素

及
び

水
蒸

気
バ

リ
ア

性
を

示
し

た
。

6
ガ

ス
分

離
・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
触

媒
反

応
工

学
）

M
2

前
田

　
祥

メ
タ

ン
を

還
元

剤
と

し
た

水
の

光
分

解
反

応
に

お
け

る
N

i/
T
iO

2
光

触
媒

の
活

性
劣

化
原

因
の

検
討

無
電

解
め

っ
き

法
で

調
製

し
た

N
i/

T
iO

2
光

触
媒

を
用

い
て

メ
タ

ン
を

還
元

剤
と

す
る

水
の

光
分

解
反

応
に

よ
る

水
素

生
成

反
応

を
行

っ
た

。
ま

た
、

こ
の

反
応

に
お

け
る

活
性

劣
化

の
原

因
を

詳
細

に
検

討
し

た
。

水
の

吸
着

が
活

性
に

及
ぼ

す
影

響
や

反
応

前
後

で
の

N
i種

の
電

子
状

態
変

化
に

つ
い

て
調

べ
た

と
こ

ろ
、

触
媒

表
面

へ
の

過
剰

な
水

の
吸

着
と

そ
れ

に
伴

う
N

i種
の

酸
化

に
よ

っ
て

触
媒

活
性

が
低

下
し

、
反

応
後

は
N

i種
が

酸
化

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

7
ガ

ス
分

離
・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
触

媒
反

応
工

学
）

M
1

工
藤

　
優

美
香

P
ic

e
n
e
誘

導
体

光
触

媒
を

用
い

た
水

の
光

分
解

反
応

有
機

半
導

体
の

ひ
と

つ
で

あ
る

P
ic

e
n
e
の

光
触

媒
特

性
に

つ
い

て
検

討
す

る
た

め
に

、
真

空
蒸

着
法

に
よ

り
P

ic
e
n
e
薄

膜
光

触
媒

を
調

製
し

、
水

の
光

分
解

反
応

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
可

視
光

照
射

下
で

活
性

を
示

す
触

媒
の

開
発

を
目

的
に

、
P

ic
e
n
e
に

シ
ア

ノ
基

を
導

入
し

た
P

ic
e
n
e
誘

導
体

を
合

成
し

た
。

こ
の

P
ic

e
n
e
に

シ
ア

ノ
基

を
導

入
し

た
触

媒
は

可
視

光
照

射
下

で
水

の
光

分
解

反
応

を
促

進
す

る
こ

と
が

わ
か

り
、

可
視

光
応

答
型

の
有

機
半

導
体

光
触

媒
の

開
発

に
成

功
し

た
。

8
ガ

ス
分

離
・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
触

媒
反

応
工

学
）

B
4

増
田

　
祐

人
不

飽
和

ア
ル

デ
ヒ

ド
の

選
択

水
素

化
反

応
に

及
ぼ

す
C

o
析

出
P

t/
S
iO

2
触

媒
の

P
t粒

子
径

の
影

響
C

o
を

析
出

さ
せ

た
P

t/
S
iO

2
触

媒
を

用
い

て
、

不
飽

和
ア

ル
デ

ヒ
ド

か
ら

不
飽

和
ア

ル
コ

ー
ル

へ
の

選
択

水
素

化
反

応
を

行
っ

た
。

本
研

究
で

は
C

o
析

出
P

t/
S
iO

2
触

媒
の

P
t粒

子
径

が
生

成
物

の
選

択
性

に
与

え
る

影
響

の
検

討
を

行
っ

た
。

C
o
析

出
P

t/
S
iO

2
触

媒
の

P
t粒

子
径

に
よ

ら
ず

C
o
と

P
tの

表
面

原
子

比
が

1
：
1
の

と
き

、
最

大
活

性
が

得
ら

れ
た

。
さ

ら
に

P
t粒

子
径

が
大

き
い

ほ
ど

高
い

不
飽

和
ア

ル
コ

ー
ル

選
択

率
が

得
ら

れ
た

。

9
ガ

ス
分

離
・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
移

動
現

象
工

学
）

M
1

岩
村

勇
希

テ
イ

ラ
ー

フ
ロ

ー
の

気
液

界
面

境
膜

に
与

え
る

添
加

微
粒

子
の

効
果

空
気

-
水

系
テ

イ
ラ

ー
（
ス

ラ
グ

）
フ

ロ
ー

の
液

相
中

に
シ

リ
カ

微
粒

子
を

添
加

し
、

気
液

物
質

移
動

促
進

効
果

を
調

べ
た

。
テ

イ
ラ

ー
フ

ロ
ー

で
管

内
を

流
通

さ
せ

て
、

出
口

水
中

の
溶

存
酸

素
濃

度
を

測
定

し
た

。
粒

子
添

加
に

よ
っ

て
、

気
液

界
面

の
物

質
移

動
は

促
進

さ
れ

、
添

加
粒

子
濃

度
お

よ
び

平
均

粒
径

が
大

き
い

ほ
ど

、
よ

り
大

き
な

向
上

が
得

ら
れ

た
。

1
0

ガ
ス

分
離

・
ガ

ス
バ

リ
ア

膜
グ

ル
ー

プ
（
移

動
現

象
工

学
）

B
4

越
智

友
亮

膜
状

コ
ン

ポ
ジ

ッ
ト

材
料

の
た

め
の

狭
隘

流
路

内
流

動
に

お
け

る
粒

子
配

向
挙

動
の

評
価

膜
状

コ
ン

ポ
ジ

ッ
ト

材
料

形
成

過
程

を
模

倣
し

た
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
フ

ィ
ラ

ー
の

配
向

状
態

を
定

量
的

に
評

価
す

る
こ

と
を

目
指

し
、

フ
ラ

ク
タ

ル
次

元
と

ア
ル

ミ
薄

片
微

粒
子

の
配

向
状

態
の

相
関

を
調

査
し

た
。

配
向

の
良

否
を

、
フ

ラ
ク

タ
ル

次
元

に
よ

っ
て

定
量

的
に

評
価

で
き

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

1
1

塗
布

膜
グ

ル
ー

プ
（
粒

子
流

体
工

学
）

M
1

石
橋

薫
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

正
極

ス
ラ

リ
ー

の
乾

燥
過

程
に

お
け

る
乾

燥
条

件
と

塗
膜

内
部

構
造

の
関

係
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

二
次

電
池

の
性

能
向

上
に

は
電

極
膜

の
構

造
制

御
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

．
本

研
究

で
は

，
当

研
究

グ
ル

ー
プ

で
こ

れ
ま

で
取

り
組

ん
で

き
た

膜
厚

・
膜

重
量

の
同

時
計

測
技

術
を

電
極

ス
ラ

リ
ー

塗
布

膜
の

乾
燥

過
程

に
適

応
し

，
乾

燥
条

件
（
温

度
）
と

粒
子

の
充

填
過

程
、

そ
し

て
塗

布
膜

の
内

部
構

造
と

の
関

係
に

つ
い

て
検

討
し

た
．

1
2

塗
布

膜
グ

ル
ー

プ
（
粒

子
流

体
工

学
）

B
4

深
津

太
蔵

ス
ペ

ッ
ク

ル
パ

タ
ー

ン
を

用
い

た
高

温
製

膜
過

程
の

解
析

粒
子

分
散

液
の

製
膜

過
程

で
は

溶
媒

蒸
発

に
伴

っ
て

粒
子

が
充

填
さ

れ
，

化
学

的
も

し
く
は

物
理

的
な

作
用

に
よ

っ
て

粒
子

充
填

層
が

固
定

化
さ

れ
る

が
，

試
料

に
よ

っ
て

は
密

閉
高

温
下

で
行

わ
れ

製
膜

過
程

の
定

量
化

が
困

難
で

あ
る

こ
と

も
多

い
．

本
研

究
で

は
，

塗
布

膜
表

面
に

レ
ー

ザ
ー

光
を

照
射

し
て

得
ら

れ
る

ス
ペ

ッ
ク

ル
パ

タ
ー

ン
の

解
析

に
よ

り
塗

布
膜

表
面

の
挙

動
を

非
接

触
で

評
価

す
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

，
操

作
温

度
が

製
膜

過
程

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

報
告

す
る

．

1
3

塗
布

膜
グ

ル
ー

プ
（
粒

子
流

体
工

学
）

B
4

古
川

奈
実

高
分

子
水

溶
液

の
乾

燥
に

伴
う

粘
弾

性
経

時
変

化
の

マ
イ

ク
ロ

レ
オ

ロ
ジ

ー
解

析
塗

布
膜

は
乾

燥
中

に
そ

の
粘

弾
性

が
大

き
く
変

化
す

る
が

，
そ

れ
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
計

測
す

る
技

術
は

確
立

さ
れ

て
い

な
い

．
そ

こ
で

，
乾

燥
を

阻
害

し
な

い
手

法
と

し
て

磁
場

中
の

磁
性

マ
イ

ク
ロ

粒
子

の
移

動
を

利
用

し
た

マ
イ

ク
ロ

レ
オ

ロ
ジ

ー
計

測
の

活
用

が
考

え
ら

れ
る

．
本

研
究

で
は

，
磁

性
粒

子
を

含
む

測
定

試
料

に
振

動
磁

場
を

連
続

的
に

印
加

し
，

高
分

子
水

溶
液

液
滴

の
乾

燥
に

伴
う

粘
弾

性
変

化
を

調
査

し
た

．

1
4

塗
布

膜
グ

ル
ー

プ
（
乾

燥
プ

ロ
セ

ス
工

学
）

B
4

大
石

　
伸

治
低

ガ
ラ

ス
転

移
温

度
を

有
す

る
ポ

リ
ビ

ニ
ル

ア
ル

コ
ー

ル
水

溶
液

塗
膜

の
乾

燥
速

度
と

そ
の

温
度

依
存

性
塗

膜
乾

燥
研

究
の

発
展

に
は

水
溶

性
の

フ
ィ

ッ
ク

型
塗

膜
が

必
要

で
あ

る
。

そ
こ

で
本

研
究

で
は

、
低

い
ガ

ラ
ス

転
移

温
度

を
有

す
る

変
性

ポ
リ

ビ
ニ

ル
ア

ル
コ

ー
ル

（
P

V
A

）
水

溶
液

塗
膜

の
乾

燥
速

度
を

測
定

し
た

。
そ

の
結

果
、

こ
の

塗
膜

は
フ

ィ
ッ

ク
型

で
あ

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

こ
の

と
き

、
フ

ィ
ッ

ク
型

塗
膜

に
対

す
る

新
た

な
判

別
方

法
を

提
案

し
た

。

1
5

塗
布

膜
グ

ル
ー

プ
（
乾

燥
プ

ロ
セ

ス
工

学
）

B
4

栗
本

　
浩

輔
低

粒
子

濃
度

ス
ラ

リ
ー

塗
膜

の
乾

き
表

面
光

沢
度

に
及

ぼ
す

ポ
リ

マ
ー

重
合

度
の

影
響

粒
子

濃
度


（
微

粒
子

体
積

/
乾

き
ポ

リ
マ

ー
体

積
）
が

1
よ

り
小

さ
い

低
粒

子
濃

度
塗

膜
に

お
け

る
乾

燥
で

は
、

塗
膜

の
収

縮
と

と
も

に
粒

子
が

表
面

に
露

出
す

る
。

本
研

究
で

は
、

重
合

度
D

P
=
約

5
0
0
ま

た

は
1
5
0
0
の

ポ
リ

ビ
ニ

ル
ア

ル
コ

ー
ル

を
用

い
、


が
乾

き
表

面
光

沢
度

G
s

に
及

ぼ
す

影
響

を
調

査
し

た
。

そ
の

結
果

、
両

塗
膜

で
G

s
は


の
増

加
に

伴
い

低
下

し
た

。
G

s
は

D
P

=
5
0
0
で

大
き

か
っ

た
が

、
露

出
粒

子
数

は
少

な
か

っ
た

。

1
6

膜
バ

イ
オ

プ
ロ

セ
ス

グ
ル

ー
プ

（
界

面
材

料
工

学
）

M
1

井
口

博
貴

ガ
ス

バ
リ

ア
導

電
性

塗
膜

の
作

製
を

目
指

し
た

グ
ラ

フ
ェ

ン
分

散
技

術
の

開
発

グ
ラ

フ
ェ

ン
は

導
電

性
や

ガ
ス

バ
リ

ア
性

が
注

目
さ

れ
る

一
方

、
多

く
の

溶
媒

に
難

分
散

性
で

あ
り

、
工

業
的

な
応

用
が

難
し

い
と

い
う

課
題

が
あ

る
。

本
研

究
で

は
、

導
電

性
高

分
子

を
分

散
剤

と
し

て
用

い
る

こ
と

で
、

グ
ラ

フ
ェ

ン
の

導
電

性
を

損
な

う
こ

と
な

く
、

浸
漬

塗
布

と
い

う
簡

便
な

手
法

に
よ

り
導

電
性

材
料

へ
応

用
す

る
こ

と
を

目
指

し
た

。
こ

こ
で

は
、

ポ
リ

３
－

ヘ
キ

シ
ル

チ
オ

フ
ェ

ン
を

用
い

て
ト

ル
エ

ン
中

に
グ

ラ
フ

ェ
ン

を
分

散
さ

せ
、

銅
微

粒
子

表
面

へ
の

ガ
ス

バ
リ

ア
性

と
導

電
性

を
両

立
し

た
塗

膜
の

作
製

に
成

功
し

た
。

1
7

膜
バ

イ
オ

プ
ロ

セ
ス

グ
ル

ー
プ

（
界

面
材

料
工

学
）

M
1

西
森

圭
亮

フ
ッ

素
含

有
高

分
子

の
偏

析
を

利
用

し
た

反
応

性
塗

膜
の

作
製

現
在

、
生

体
分

子
を

固
定

化
す

る
た

め
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

基
板

表
面

に
塗

膜
を

作
製

し
、

反
応

点
を

提
示

す
る

技
術

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
基

板
上

に
導

入
し

た
反

応
性

部
位

は
塗

膜
中

に
埋

も
れ

、
最

表
面

に
提

示
さ

れ
な

い
と

い
う

大
き

な
問

題
が

あ
っ

た
。

そ
こ

で
本

研
究

で
は

、
表

面
偏

析
作

用
を

有
す

る
含

フ
ッ

素
基

に
着

目
し

た
。

含
フ

ッ
素

基
と

エ
ス

テ
ル

部
分

を
側

鎖
に

組
み

込
ん

だ
高

分
子

を
合

成
し

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
基

板
表

面
に

塗
布

す
る

こ
と

で
側

鎖
を

表
面

に
釣

り
上

げ
、

加
水

分
解

で
含

フ
ッ

素
基

を
除

去
す

る
と

同
時

に
多

数
の

カ
ル

ボ
キ

シ
基

を
塗

膜
の

最
表

面
に

提
示

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
。

本
方

法
が

実
用

化
で

き
れ

ば
、

安
価

で
汎

用
性

の
高

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
材

料
表

面
に

反
応

点
を

簡
便

に
提

示
し

、
バ

イ
オ

チ
ッ

プ
な

ど
の

診
断

用
デ

バ
イ

ス
と

し
て

の
応

用
が

期
待

で
き

る
。

1
8

膜
材

料
合

成
化

学
グ

ル
ー

プ
（
反

応
有

機
化

学
）

M
1

井
上

　
僚

非
対

称
型

つ
る

ま
き

状
分

子
不

斉
化

合
物

の
合

成
N

置
換

フ
ェ

ニ
レ

ン
ジ

ア
ミ

ン
と

（
ヘ

テ
ロ

）
芳

香
族

ア
ル

デ
ヒ

ド
の

酸
化

的
縮

合
反

応
に

よ
り

、
両

端
に

ブ
テ

ニ
ル

基
を

有
す

る
非

対
称

型
ヘ

テ
ロ

ビ
ア

リ
ー

ル
骨

格
を

合
成

し
た

。
ま

た
，

得
ら

れ
た

ヘ
テ

ロ
ビ

ア
リ

ー
ル

に
対

し
て

、
G

ru
bb

s第
二

世
代

触
媒

を
用

い
た

閉
環

メ
タ

セ
シ

ス
反

応
を

行
う

こ
と

で
非

対
称

型
つ

る
ま

き
状

分
子

不
斉

化
合

物
を

合
成

し
た

。

1
9

膜
材

料
合

成
化

学
グ

ル
ー

プ
（
反

応
有

機
化

学
）

M
1

山
根

由
暉

ハ
ロ

ゲ
ン

ダ
ン

ス
を

経
由

す
る

多
置

換
チ

オ
フ

ェ
ン

の
新

規
合

成
法

の
開

発
チ

オ
フ

ェ
ン

を
母

格
と

し
た

化
合

物
は

有
機

E
L
な

ど
の

機
能

性
材

料
と

し
て

現
在

注
目

を
集

め
て

い
ま

す
。

当
研

究
室

で
は

チ
オ

フ
ェ

ン
環

を
母

格
と

し
た

新
規

ポ
リ

マ
ー

の
合

成
を

報
告

し
て

お
り

、
膜

形
成

に
も

成
功

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
の

化
合

物
を

合
成

す
る

際
、

位
置

選
択

的
に

置
換

基
を

導
入

す
る

こ
と

が
困

難
と

い
う

問
題

点
が

存
在

し
て

い
ま

し
た

。
今

回
、

ハ
ロ

ゲ
ン

ダ
ン

ス
と

い
う

反
応

に
着

目
し

、
位

置
選

択
的

に
種

々
の

置
換

基
を

導
入

す
る

こ
と

に
成

功
し

、
多

置
換

チ
オ

フ
ェ

ン
の

新
規

合
成

法
を

開
発

し
ま

し
た

。

H
2
8
年

度
春

季
講

演
会

ポ
ス

タ
ー

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン



玄

電気室
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流体力学
実験室１
5E-103

電気室
ADL101

倉庫

機械力学
実験室１
5W-101

電気室
5E-101

工学部本館配置図教育機器保管
室　　ADL102

非常口

教
室
棟
1F

スロープ

5W棟
１階メカトロニクス

実験室
5E-104

暗
室

電子
ビーム

実験室１
5E-105

電子
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実験
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5E-
106

Studio one
(向学自律の空間）

男
W
C

原子ビー
ム実験室
C4-101

5E棟

C
4
棟

ビオ
トープ男WC

EV

薬
品
庫

化学プロ
セス系実
験室Ｂ
4W-109

化学プロ
セス系実
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4W-108
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研究室
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4W-104

第２学生
実験室Ａ
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第２学生
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機器
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室
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機器分析室
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実験第
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室
4W-10

１

男
WC

W
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4E-
101

機器分析室-１
4E-104P

S

倉庫

スロープ

4W棟 4E棟

化学プロセ
ス系実験

室A
4W-110

非常口

院生研究室
１ 第１学生実験室

4W-105

倉
庫

EP
S4E
-

105

第３学生
実験室Ａ
4E-106

第３学
生実

験室Ｂ
4E-
107

第１
学生
実験
室
4E-
108

第４学生実験室
4E-109 倉庫女

WC
保管

庫4W-
107

4W-106
倉庫
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倉庫４ 倉庫３ 倉庫２ 倉庫１

創造工
学スタジ
オⅡC3-

101
サロン
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C
３
棟D

２
棟

中 庭

エネルギ-
変換工学
実験室１
３E-104

3E棟

EV
産学連携室１

3W-101

ス
ロ
ー
プ

WC
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101
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境工学実験
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棟会計
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係
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サロン
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防災センターD1-
104

D1-103

学
割

女WC

共同
実験
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3E-
108

エネルギ-変換
工学実験室２

３E-109
ロッカー

室
C2-102

夜間出入

産学連携
室３

D2-101
産学連携室２

３W-102
女
WC

共同
実験
室１
3E-
105

破壊制御学実験室
3E-106

固体力学
実験室
3E-107

小会
議室
2E-
101

電気エネル
ギー系

実験室１
2E-102

電子
物理
系実

験室３
2E-
106

電子物理
系実験室４
2E-107-2

男WC

ＥＰＳ

湯
沸 学生研究

室１Ａ
2E-110EV

2Ｅ-109

電子物理系
実験室８
B-107-1

化学
処理
室

B107
-3

電子物
理系実
験室４
2E-

107-3

電子物理
系共通実

験室
2E-108

D
１
棟

D1-102

電子物理
系実験室４
2E-107-1

電気エネル
ギー系

実験室２
2E-103

電子
物理
系実

験室１
2E-
104

電子
物理
系実

験室２
2E-
105

総務係・研究助成係・教務学生係・事
務長         2W-103

研究科長
室

2W-102

2E棟  D1-101

学生研究室１Ｂ
2E-111

電子
物理
系実

験室５
2E-
112

玄関ホ－
ル

WC

新研究
科設置
準備室
2W-101

P
S

電子
物理
系実

験室６
2E-
113

学生研究
室１Ｃ

2E-114

女
Ｗ
Ｃ

PS

学生
研究室

１D
B-105

前室
B107-2

ＥＰＳ
B-
106

電子物理系
実験室７
B-104男ＷＣ

倉
庫

スロープ
実験準備・器
材室　B-102

電気電子
プロジェクト
実験室１
B-1011W棟 1E棟

電気電子
共通実験

室１
2E-115

ＰＳ

B-103

WC
湯
沸

スロープ スロープ

2W棟

ホール

男
ＷＣ

B
棟

通路

C
１
棟

倉庫

創造プ
ロジェク
ト研究
室1-A
1W-106

創造プ
ロジェク
ト研究
室1-B
1W-105

事務
室
（土
木）
1W-
10４

教官研
究室C1
1W-111

教官研
究室C2
1W-110

女
ＷＣ

1W-
103

非常口 湯沸
コモンスペース

資料
室

1W-
107

教官研
究室C3
1W-109

教官研
究室C4
1W-108

文献資料室
1W-101

印刷室
1E-102

事務
室（建
築）

プレゼン
テーション
室　　1E-

103

ＥＰＳ 測量
器具

庫1W-
102 1E-101

院生研
究室３
1E-105

男ＷＣ建築系プロ
ジェクト研

究室２
1E-104

準備室１
Ａ-１04

ＥＶ

建築スタジオ２Ｂ
Ａ-102

A棟1階

建築プレ
ゼンテー
ション室
A-103

ＥＰＳ 湯
沸

建築スタジオ２A
Ａ-10１

院生研究室
２　　1E-106



女ＷＣ

A棟2階

教官研
究室A7
1E-208

ＥＶ
準備室2
Ａ-204Ａ-203

建築スタジオ３Ａ
Ａ-202

建築スタジオ2Ｃ
Ａ-201

マルチメ
ディア室Ａ

ＥＰＳ
交通環
境資料

室
1W-204

土木学生
研究室1
1Ｗ-203

ＥＰＳ
1Ｗ-
202

湯
沸教官研

究室A1
1E-202

教官研
究室A2
1E-203

教官研
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一般社団法人先端膜工学研究推進機構

報告会・春季講演会及び懇親会出欠連絡票

【平成２９年３月１３日（月）開催分】

御
ふ

氏
り が

名
な 所 属 ・ 職 名

11:30～

報告会

13：00～

講演会

15:20～

膜工学サロン

(A･B-1･B-2･

B-3･B-4･C･D

･E･F)のご希

望を記入

17:00～

ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾ

ﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

18:00～

懇親会

（無料）

出席は○印、欠席は×印、サロンは A～Fを選んで記入願います。

貴社名・貴団体名

（又は勤務先）

御担当者：

電話番号： ＦＡＸ番号：

E-mail：

本連絡票の送付先

〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 一般社団法人神戸大学工学振興会内

一般社団法人先端膜工学研究推進機構事務局

電 話 （０７８）８７１－６９５４

ＦＡＸ （０７８）８７１－５７２２

E-mail eng-membrane@research.kobe-u.ac.jp
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